
【２】

　
県
は
昨
年
９
月
、
地
域
の
振
興
策
と
し
て

「
県
北
・
沿
岸
圏
域
に
お
け
る
産
業
振
興
の
基

本
方
向
―
取
組
み
の
指
針
―
」
を
示
し
ま
し

た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
直
接
知
事
に
要
望

を
行
い
、
漁
協
の
地
域
営
漁
計
画
の
策
定
、

特
用
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
金
型
関
連
企

業
の
集
積
な
ど
、
本
町
が
求
め
る
産
業
振
興

策
が
お
お
む
ね
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
な
推
進
体
制
と
し
て
、
県
、
町
、
産
業

関
係
者
で
構
成
す
る「
地
域
産
業
戦
略
会
議
」

を
設
置
し
、
工
程
表
を
共
有
し
て
進
行
管
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
産
業
の
振
興
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
国
や
県
に
対
し
、
ウ
イ
ル
ス
の

除
去
と
不
活
化
の
研
究
促
進
な
ど
を
継
続
し

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
春
ガ
キ
」の
お

い
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
併

せ
て
販
路
を
開
拓
す
る
た
め
、
養
殖
業
者
と

施政方針の内容

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が

１９

開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
平
成
　
年
度
に
お

１９

け
る
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
並
び
に

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
本
年
度
は
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
発
展
計
画
に
基
づ

く「
自
主
・
自
律
・
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
理
念
と
し
て
「
―
み
ん
な
で
創
る
　
ひ
と

と
産
業
が
元
気
な
ま
ち
　
山
田
―
」
の
目
標

達
成
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
行
財
政
改
革
を
進
め
、
町
民
と
行
政
が

協
働
で
役
割
と
責
任
を
分
担
す
る
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
行

政
改
革
と
堅
実
な
財
政
運
営
の
も
と
に
住
民

の
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
、
第
８
次
山
田

町
総
合
発
展
計
画
の
施
策
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
改

革
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交

付
税
の
見
直
し
な
ど
が
町
の
財
政
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
下
、
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
る
領
域
に
従
い
、
平
成
　
年
度
の
施
策

１９

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が
２
月
　
日
か
ら
３
月
９
日
ま

１９

２０

で
開
か
れ
、
　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

１９

し
た
。
初
日
に
は
沼
崎
喜
一
町
長
が
「
自
治
体
と
住
民
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
『
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
た
い
」
と
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展

計
画
の
６
つ
の
柱
を
基
本
に
、
本
年
度
の
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
施
政
方
針
の
内
容
と
　
年
度
予
算
の
中
身
を
紹
介
し
ま
す
。

１９

自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治
体体体体体体体体体体
とととととととととと
住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民
がががががががががが
協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力
しししししししししし
合合合合合合合合合合

自
治
体
と
住
民
が
協
力
し
合
ううううううううううう

住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
にににににににににに
全全全全全全全全全全

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力力力力力力力力力力力

施政方針を述べる沼崎喜一町施政方針を述べる沼崎喜一町長長
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施 政 方 針

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

春
ガ
キ
販
路
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
援

【３】

連
携
し
山
田
湾
産「
春
ガ
キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
家
経
営
の
安
定
支
援
に
つ
い
て
は
、
漁

業
近
代
化
資
金
の
利
子
補
給
、
カ
キ
、
ワ
カ

メ
、
コ
ン
ブ
養
殖
漁
家
が
加
入
す
る
特
定
養

殖
共
済
の
掛
金
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
ホ
タ
テ
養
殖
漁
家
に
対

す
る
掛
金
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
の
安
定
供
給
と
衛
生
管
理
体
制
の
強

化
、
漁
業
系
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
図
る

た
め
、
山
田
湾
漁
業
協
同
組
合
の
カ
キ
殻
破

砕
機
、
山
田
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
製
氷

工
場
用
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
大
浦
漁
業

協
同
組
合
の
魚
類
水
揚
げ
お
よ
び
選
別
作
業

用
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
整
備
、
大
沢
漁

業
協
同
組
合
が
計
画
し
て
い
る
漁
業
系
廃
棄

物
 堆
  肥
 化
処
理
施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
船

た
い
 
ひ

越
湾
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
海
水
殺
菌

装
置
の
整
備
、
織
笠
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
ふ
化
場
取
水
用
井
戸
増
設
事
業
に
対
し

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
ド
ウ
苗
の
購

入
、
栽
培
用
資
材
、
生
産
管
理
機
械
を
整
備

し
、
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
に
つ
い
て
は
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
、
生
産
管
理
機
械
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
観
光
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
中

小
企
業
融
資
制
度
で
運
転
資
金
、
設
備
資
金

の
融
資
額
を
増
額
し
、
新
た
に
開
業
資
金
の

融
資
を
立
ち
上
げ
、
融
資
制
度
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
町
工

場
誘
致
条
例
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
企
業

立
地
補
助
制
度
を
新
た
に
設
け
、
企
業
が
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
致
し
ま
し
た
。
優

良
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
雇
用
の
場
の
拡
大

に
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

も
に
「
マ
リ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
地

域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
体
験
型
観
光
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
「
宮
古
道
路
」
は

昨
年
３
月
に
、「
釜
石
山
田
道
路
｣
は
７
月
に

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
古
道
路
は
宮

古
市
金
浜
か
ら
同
松
山
ま
で
の
４
・
８
㌔
が

平
成
　
年
度
の
全
線
供
用
開
始
を
目
指
し
、

２１

釜
石
山
田
道
路
は
両
石
ト
ン
ネ
ル
と
両
石
高

架
橋
の
大
型
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
山
田
ま
で
の
早
期
着
手
を
国
お
よ
び

関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
仙
人

峠
道
路
は
３
月
　
日
に
　
・
６
㌔
の
供
用
が

１８

１８

開
始
さ
れ
、
同
時
に
一
部
開
通
す
る
上
郷
道

路
３
・
４
㌔
と
と
も
に
釜
石
遠
野
間
の
改
良

部
分
が
一
本
に
結
ば
れ
、
東
北
自
動
車
道
へ

の
乗
り
入
れ
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
宮
古
山
田
線
は
国
道

　
号
ま
で
の
拡
幅
改
良
を
、
重
茂
半
島
線
は

４５急
カ
ー
ブ
・
急
 勾
  配
 改
良
、
幅
員
拡
幅
な
ど

こ
う
 ば
い

を
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
道
細
浦
柳
沢
線
に
つ
い
て
は
、
県
代
行

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
豊
間
根
地
区
の
石
峠
橋
の
橋
り
ょ
う
補
修

事
業
を
実
施
し
、
長
林
大
浦
線
局
部
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
の
完
成
を
目

２０

指
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

区
画
道
路
の
整
備
と
こ
れ
に
伴
う
建
物
移
転

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山
田
処
理

区
の
川
向
地
区
、
役
場
周
辺
の
八
幡
、
中
央
、

後
楽
、
北
浜
地
区
に
管
 渠
 を
布
設
し
て
ま
い

き
ょ

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
集
合
処
理
区
域
外

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来

想
定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
診

断
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
第
　
次
１１

拡
張
改
良
事
業
に
よ
り
上
水
道
と
馬
指
野
簡

易
水
道
と
の
接
続
、
織
笠
水
源
地
取
水
井
改

良
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
柳
沢
北
浜
地
区

配
水
管
布
設
事
業
、
豊
間
根
簡
易
水
道
配
水

管
布
設
替
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
土
の
保
全
整
備
に
つ
い
て
は
、
治
山
治

水
の
災
害
予
防
と
し
て
四
十
八
坂
地
区
の
法

面
崩
壊
対
策
事
業
を
促
進
し
、
ま
た
、
国
土

調
査
事
業
は
船
越
第
　
地
割
の
一
部
３
２
１

１７

筆
に
つ
い
て
地
籍
調
査
を
進
め
ま
す
。
本
年

度
で
田
の
浜
地
区
を
終
了
し
、
平
成
　
年
度

２０

か
ら
は
大
浦
地
区
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
津
波
・
高
潮
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
事
業

と
し
て
織
笠
川
三
陸
高
潮
対
策
事
業
、
山

田
・
大
沢
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

中
高
年
の
男
性
を
中
心
に
肥
満
の
割
合
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
多
く
が
内
臓
脂
肪
型
肥
満

で
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

平成１９年度

施 政 方 針

第１次産業活性化のため、安全で安第１次産業活性化のため、安全で安心心
できる農林水産物の供給を支援しまできる農林水産物の供給を支援しますす

健
や
か
で
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

生
活
習
慣
病
の
「
一
次
予
防
」
に
重
点

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

公
共
下
水
道
山
田
処
理
区
の
整
備
推
進


